
文化創造計画の体系 2-1-2-2 

生活充実都市・米子 
（交流と連携を育み、新しい文化を創造する都市

ま ち

 

恵まれた自然と調和し、米子市固有の文

化が息づいているまち 

基本方針 

○ 歴史文化の保護、活用と掘り起こし 

○ 人材育成の推進と文化活動への支援 

○ 文化施設の機能の整備と充実 

○ 文化情報ネットワークの構築 

主要施策

歴史文化の掘り起こし事業 

文化活動促進応援事業 

『文化創造計画』人づくり事業 

文化施設の整備・拡充事業 

歴史文化資料の整理とデジタル化事業 

情報ネットワークの構築事業 

計画推進に当たっての基本理念 

○ 市民と行政の協働 

○ 文化の発信拠点 

○ 豊かな心をはぐくみ、ゆとり

安らぎの実感 

伯耆の国よなごの文化を大切にし、

はぐくみ、発信しつづけるまち 

一人ひとりの市民が文化の豊かさを実

感できるまち 

計画が目指すまちの将来像 



文化創造計画の体系 

主要課題 

○ 歴史文化の掘り起こし、再認識とそして再

構築 

○ 市民意識の醸成と人材育成 

○ 交流を推進するための環境づくり 

○ 情報ネットワークの整備 

○ 文化資源を活かしたまちづくりの推進 

社会的な背景 

○ 少子化・高齢化社会の進行 

○ 高度情報化・ネット社会の出現

○ 生活様式の多様化 

○ 地方分権と市民の協働 

米子市に対する要望 

○ 米子の“文化”“宝”の活用と市民の共有財産化 

○ 文化財の保護と再構築・再発見 

○ 文化のひとづくり､ネットワークづくり 

○ 文化情報の充実と情報発信システムの構築 

○ 教育・文化・観光の連携 

○ 文化のソフト事業の充実 

○ 文化施設のユニバーサルデザイン化と整備・機能の拡充 

米子市の現況 

○ 暮らしやすい風土と交通の要衝の地 

○ 豊富な歴史的資源や多くの文化施設 

○ 文化拠点施設としての機能の強化と

施設間の連携 

○ 施設の整備・拡充 




